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５ 図のような，たて 20cm，横 80cm の長方形ＡＢＣＤにおいて，点Ｅと点Ｆはそれぞ

れ辺ＡＢ，辺ＤＣの真ん中の点です。

・点Ｐは辺ＡＤ上をＡからＤに向かって毎秒 4cm の速さで動く

・点Ｑは辺ＥＦ上をＦからＥに向かって毎秒 2cm の速さで動く

・点Ｒは辺ＢＣ上をＢからＣに向かって毎秒 1cm の速さで動く

3 点Ｐ，Ｑ，Ｒは同時に出発します。次の問いに答えなさい。

(1) 出発してから 15 秒後の三角形ＥＲＱの面積は何 cm ２ですか。

(2) 三角形ＡＥＰの面積が四角形ＡＥＦＤの面積の になるのは，点ＰがＡを出発し

てから何秒後ですか。

(3) 出発してから 5 秒後の三角形ＰＲＱの面積は何 cm ２ですか。
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(1)

△ＥＲＱはＥＲを底辺とすると，高さは 20 ÷ 2 ＝ 10cm で一定。

出発してから 15 秒後のＥＲの長さは 80 － 2 × 15 ＝ 50cm。

よって，このときの△ＥＲの面積は 50 × 10 ÷ 2 ＝ 250cm ２ です。

(2) 四角形ＡＥＦＤの面積は 10 × 80 ＝ 800cm ２ なので，△ＡＥＰの面積が四角形

ＡＥＦＤの面積の のとき，△ＡＥＰの面積は 800 × ＝ 200cm ２ 。

このとき，ＡＰ× 10 ÷ 2 ＝ 200 より，ＡＰ＝ 200 × 2 ÷ 10 ＝ 40cm。

よって，出発してから 40 ÷ 4 ＝ 10 秒後 です。

(3) 出発してから 5 秒後，ＡＰ＝ 4 × 5 ＝ 20cm，ＢＲ＝ 1 × 5 ＝ 5cm。

よって，ＰＲとＥＦの交点を点Ｓとすると，ＥＳ＝(20 ＋ 5)÷ 2 ＝ 12.5cm。

また，ＦＱ＝ 2 × 5 ＝ 10cm なので，

ＳＱ＝ 80 －(12.5 ＋ 10)＝ 57.5cm。

このとき，△ＰＲＱの面積は

△ＰＳＱの面積＋△ＲＱＳの面積＝(57.5 × 10 ÷ 2)× 2 ＝ 575cm ２ です。
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